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行
事
予
定（
令
和
五
年
）

Ｃ
Ｏ
Ｍ
告
知
板

正
副
理
事
長
会

連
合
ブ
ロ
ッ
ク
会
役
員
会

60
周
年
記
念
特
別
委
員
会

慰
霊
塔
法
要
（
大
織
福
祉
協
力
会
）

コ
ム
ア
ー
ト
交
通
㈱
株
主
総
会

会
計
理
事
会
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予　
　

定

９
月

10
月

日

予　
　

定

団
地
組
合
理
事
会

団
地
振
興
㈱
取
締
役
会

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ゴ
ル
フ

正
副
理
事
長
会

俣
野
富
美
雄
氏
が
優
勝

撞
球
大
会 

7
月
21
日
(金)

　

８
月
８
日
(火)
、
千
里
阪
急
ホ
テ

ル
仙
寿
の
間
に
て
開
催
さ
れ
、
約

70
名
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

ア
パ
レ
ル
産
業
教
育
学
園
松
尾

理
事
長
に
開
会
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

両
氏
の
講
演
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

松
井 

一
郎
（
ま
つ
い 

い
ち
ろ
う
）
氏

／
前
大
阪
府
知
事
・
前
大
阪
市
長 

『
大
阪
行
政
の
現
場
か
ら
見
た
関

西
の
未
来
〜
大
阪
・
関
西
万
博
を

目
前
に
し
て
』

　

大
阪
府
議
会
議
員
、
大
阪
府
知

事
、
大
阪
市
長
、
国
政
政
党
代
表

な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
実
務
経
験
を

主
な
成
績
（
敬
称
略
）

優　

勝　

俣
野
富
美
雄

　
　
　
　
（
日
繊
商
工
㈱
）

準
優
勝　

田
辺
督
旺

　
　
　
　
（
㈱
コ
モ
ン
ズ
）

第
３
位　

大
熊
章
夫

　
　
　
　
（
鈴
木
康
㈱
）

第
４
位　

鈴
木
勘
資

　
　
　
　
（
鈴
木
康
㈱
）

第
42
回
大
阪
繊
維
経
営
者
夏
期
大
学

２
講
演
を
聴
講

　　　　　　　　

　

第
４
１
５
回
理
事
会
を
７
月
11

日
(火)
午
後
０
時
50
分
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ

３
号
館
５
階
会
議
室
で
開
催
、
次

の
議
案
を
審
議
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

常
設
委
員
会
の
委

員
委
嘱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件第
２
号
議
案　

業
務
執
行
役
員
に

対
す
る
退
職
功
労
金
の
支
払
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案　

組
合
役
員
に
係
る

大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地

協
同
組
合
理
事
会
を
開
催

　

７
月
11
日
(火)
正
午
か
ら
、Ｃ
Ｏ

Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
53
期
（
令
和
４
年
６
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
５
月
31
日
ま
で
）

事
業
報
告
の
件
を
報
告
、
次
の
５

議
案
を
審
議
し
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

第
53
期
（
令
和
4

年
度
）
事
業
報
告
書
・
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等
変

動
計
算
書
並
び
に
個
別
注
記
表
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案　

剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
い

取
締
役
の
総
会
推
薦
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案　

第
53
期
（
令
和
4

年
度
）
定
時
株
主
総
会
開
催
日
程

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
５
号
議
案　

株
主
名
義
変
更
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

船
場
繊
維
団
地
振
興
株
式
会
社

取
締
役
会
を
開
催

基
に
、
橋
下
徹
元
大
阪
府
知
事
、

元
大
阪
市
長
と
共
に
大
阪
府
・
大

阪
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
、
大
阪
・
関
西
万
博
誘
致

活
動
や
大
阪
I
R
（
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
）
構
想
に
つ
い
て
、
多
角

面
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
木 

菜
那
（
た
か
ぎ 

な
な
）
氏

／
元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
日
本
代

表　

平
昌
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
金
メ
ダ
リ
ス
ト

『
な
な
転
び
八
起
〜
い
ま
私
が
伝

え
た
い
こ
と
〜
』

　

平
昌
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
し

て
高
木
美
帆
氏
（
実
妹
）
と
の
競

技
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
金
メ
ダ
ル
獲
得

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
・
練
習
方
法
、

ヨ
ハ
ン
・
デ
ビ
ッ
ト
コ
ー
チ
と
の

師
弟
関
係
に
つ
い
て
、
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
立
食
形
式
に

て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た 

。   

　

高
木
菜
那
氏
も
懇
親
会
に
出
席

さ
れ
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
死
亡
弔
慰
金
・
高
度
障
害
見
舞

金
規
程
」
の
策
定
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件

第
４
号
議
案　

団
地
振
興
の
株
式

買
い
取
り
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件

第
５
４
０
回　

俳
句
会

文
字
摺
草
を
一
輪
さ
し
て
朝
餉
か
な

君
の
い
て
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
の
白
夜

な
る

 

　
　

小
杉
一
夫

海
少
し
荒
く
な
り
た
る
晩
夏
か
な

玄
関
を
清
め
る
如
く
水
を
打
つ

 

　
　

林　

春
泉

古
池
や
睡
蓮
一
つ
音
も
な
し

『
古
池
に
一
つ
咲
い
た
睡
蓮
が
し
ん

と
開
い
た
様
子
が
古
池
な
ら
こ
そ

の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
』

か
な
か
な
の
遠
く
に
鳴
く
や
面
会
日

『
何
の
面
会
日
な
の
か
わ
か
ら
な

い
の
が
足
を
引
く
が
遠
く
よ
り
か

第
５
４
１
回　

俳
句
会

★
ー
★
ー
★
ー
★
ー
★

　

コ
ム
ア
ー
ト
交
通
㈱
は
、
８

月
１
日
(火)
、
１
年
間
団
地
バ
ス

を
安
全
に
無
事
故
運
転
さ
れ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
（
10
名
）

を
表
彰
し
ま
し
た
。

無
事
故
ド
ラ
イ
バ
ー
を

表
彰

榧
の
木
の
千
五
百
年
夏
の
空

夏
草
や
熊
野
古
道
の
曲
が
り
角

 

中
野
啓
子

一
輪
の
鬼
灯
の
花
に
朝
の
雨

ふ
る
里
の
納
屋
の
匂
ひ
や
五
月
闇

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
美
恵
子

夏
め
く
や
車
窓
を
流
る
る
水
平
線

夏
服
の
初
登
校
の
白
き
か
な

 

鈴
木
勘
資

巣
立
ち
す
る
燕
の
子
等
に
思
い
や
る

日
の
落
ち
て
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
の
音

軽
ろ
し

 

森
本
礼
子

令
和
梅
雨
ど
ん
よ
り
暗
し
コ
ロ
ナ
色

青
鷺
は
座
禅
の
僧
の
如
し
か
な

 

田
辺
督
旺

三
伏
の
我
が
家
へ
一
歩
た
だ
い
ま
と

依
か
な
る
風
の
こ
ぼ
し
ぬ
蜜
柑
の
花

 

浜
口
高
子

な
か
な
に
囃
し
た
て
る
鳴
き
声
に

作
者
の
胸
の
内
が
う
か
が
え
る
』

 

小
杉
一
夫

か
な
か
な
は
山
河
に
谺
あ
づ
け
を
り

『
谺
と
の
二
重
奏
の
に
ぎ
や
か
さ

を
山
河
に
あ
づ
け
と
い
う
表
現
が

お
も
し
ろ
い
』

山
彦
の
忙
し
く
な
る
山
開
き

『
山
彦
が
忙
し
く
な
る
と
の
表
現

に
山
開
き
の
華
や
か
さ
が
表
現
さ

れ
て
い
る
』

 

林　

春
泉

背
（
せ
な
）
の
子
の
動
く
手
足
や

踊
り
の
夜

『
盆
踊
り
の
一
景
で
あ
ろ
う
背
負

わ
れ
た
子
供
も
笛
、
太
古
に
つ
ら

れ
て
手
足
を
ば
た
ば
た
さ
せ
て

踊
っ
て
い
る
様
子
が
か
わ
い
い
』

蜩
や
糺
の
森
を
一
色
に

『
京
都
の
下
鴨
神
社
の
森
は
糺
の

森
と
言
わ
れ
古
代
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

納
涼
等
で
有
名
で
あ
る
。
広
々
と

し
た
森
を
一
色
に
し
た
と
の
表
現
が

森
の
広
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
』

 

中
野
啓
子

亡
父
似
の
孫
の
独
立
新
松
子
（
し

ん
ち
じ
り
）

『
亡
き
ご
主
人
の
お
孫
さ
ん
の
独

立
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

主
人
に
お
孫
さ
ん
を
重
ね
る
作
者

の
お
気
持
ち
が
「
新
松
子
」
に

よ
っ
て
十
分
語
ら
れ
て
い
ま
す
』

天
地
（
あ
め
つ
ち
）
の
異
変
を
呑

ん
で
稲
熟
る
る

『
近
頃
の
気
候
の
変
化
に
は
つ
い
て
い

く
の
が
大
変
で
す
。
農
業
に
携
わ
る

人
々
は
ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
作
者
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
参
り
ま
す
』

 

　
　

 

木
村
美
恵
子

旭
岳
の
川
と
な
る
径
夕
立
か
な

『
川
と
な
る
径
で
夕
立
の
激
し
さ
が
良

く
解
り
ま
す
』

唐
黍
の
や
は
き
歯
触
り
北
海
道

『
取
り
立
て
を
食
べ
た
時
の
感
動
が
伝

わ
る
』

 

　
　
　

 

鈴
木
勘
資

縄
ほ
ど
く
祇
園
囃
の
夢
も
解
け

『
も
ろ
も
ろ
の
お
囃
の
道
具
も
縄
が
ほ

ど
け
一
度
に
祇
園
囃
の
夢
が
現
実
の

も
の
に
な
っ
た
。
夢
も
ほ
ど
け
の
表

現
は
素
晴
ら
し
い
』

蝉
く
わ
へ
野
良
猫
自
慢
の
声
高
し

『
自
慢
の
声
高
し
と
は
？
・
・
・
一
度

聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
』

 

　
　
　

 

森
本
礼
子

七
夕
の
木
洩
日
流
る
朝
ま
だ
き

や
は
ら
か
な
初
夏
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ

『
そ
う
云
う
影
色
も
思
い
浮
か
び
ま

す
』

 

　
　
　

 

田
辺
督
旺

手
花
火
の
香
を
に
ぎ
り
し
め
子
の
う
と

う
と

大
男
の
影
に
す
っ
ぽ
り
日
照
（
ひ
で
）

り
坂

 

　
　
　

 

浜
口
高
子

以
上
、
「
句
評
」
浜
口
高
子
記

九
月
の
兼
題
は
「
仲
秋
」
で
す
。

第481号 令和５年９月 
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